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金
属
労
協
の

女
性
活
動
の
ス
タ
ー
ト

　

金
属
労
協
は
、
１
９
６
４
年
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

（
国
際
金
属
労
連
）の
日
本
加
盟
組
織
と

し
て
の
役
割
と
、
日
本
の
金
属
産
業
労
組

の
結
集
体
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
発
足

し
ま
し
た
。
女
性
参
画
推
進
の
取
り
組
み

は
、
金
属
労
協
の
加
盟
す
る
国
際
組
織
で

あ
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
、
そ
の
統
合
後
の
組
織
で

あ
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
歩
み
と
と

も
に
、
活
動
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

発
足
当
時
の
女
性
活
動
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

（
国
際
金
属
労
連
）の
女
性
労
働
者
委
員
会

へ
の
対
応
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
１
９

７
０
年
に
は
、
初
め
て
日
本
か
ら
会
議
の

参
加
者
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

本
独
自
の
活
動
と
し
て
は
、
１
９
７
２
～

７
４
年
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
か
ら
婦
人
部
長
を

講
師
に
招
き
、
産
別
・
単
組
か
ら
１
０
０

名
弱
の
参
加
者
の
下
、「
国
際
婦
人
セ
ミ

金
属
労
協
の
女
性
参
画
推
進
の
取
り
組
み

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

金
属
労
協
の
女
性
活
動
は
、「
青
年
婦
人
活

動
」
に
包
含
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
世
界
を
み
る
と
、
国
連
が
１
９

７
５
年
を
国
際
婦
人
年
と
し
、「
世
界
行

動
計
画
」
を
採
択
し
て
、
各
国
等
が
女
性

の
地
位
向
上
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
１
９
７
５
年
～

８
５
年
を
「
国
連
婦
人
の
10
年
」
と
す
る

こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
１
９
７
９
年
に

は
、
国
連
が
女
子
差
別
撤
廃
条
約
を
採
択

し
、
１
９
８
１
年
に
発
効
し
ま
し
た
。
女

子
差
別
撤
廃
条
約
は
、
女
性
に
対
す
る
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
撤
廃
す
る
こ
と
を
基
本
理

念
と
し
て
、
女
性
に
対
す
る
差
別
を
定
義

し
、
締
約
国
に
対
し
て
、
政
治
的
活
動
、

公
的
活
動
、
経
済
的
活
動
、
社
会
的
活
動

に
お
け
る
差
別
の
撤
廃
の
た
め
に
措
置
を

と
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
、「
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
」
の
制
定
等
を
行
っ
た
上
で
、

１
９
８
５
年
に
女
子
差
別
撤
廃
条
約
を
批

准
し
ま
し
た
。

女
性
活
動
委
員
会
の
設
置
と

「
女
性
の
地
位
向
上
に

  

関
す
る
研
修
会
」の
開
催

　

世
界
レ
ベ
ル
で
男
女
平
等
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
が
進
む
な
か
、
金
属
労
協

は
、
１
９
９
０
年
に
、
第
１
回
「
女
性
の

地
位
向
上
に
関
す
る
研
修
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
の

ラ
バ
ー
ル
婦
人
部
長
か
ら
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
取
り

組
み
報
告
を
受
け
て
、
女
性
を
取
り
ま
く

課
題
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
１
９
９
１
年
～
１
９
９
２
年

度
運
動
方
針
で
は
、「
女
性
活
動
委
員
会
」

の
設
置
を
確
認
し
ま
し
た
。
女
性
活
動
委

員
会
で
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
婦
人
委
員
会
へ
の

参
加
と
国
内
活
動
と
の
連
動
、
雇
用
の
場

に
お
け
る
男
女
平
等
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

女
性
活
動
委
員
会
で
は
、
年
３
～
４
回

程
度
の
会
議
で
情
報
交
換
や
研
究
会
等
を

行
う
と
と
も
に
、
毎
年
、「
女
性
の
地
位
向

上
に
関
す
る
研
修
会
」
を
開
催
し
、
海
外

の
先
進
的
な
女
性
活
動
・
政
策
の
事
例
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。
１
９
９
１
年
の
第
２

回
研
修
会
は
、「
職
場
生
活
と
家
庭
生
活
の

諏
訪 

美
千
代

金
属
労
協
政
策
企
画
局
部
長

CLOSE
UP

第３回ＩＭＦ－ＪＣ女性の地位向上に関する研修会
（1992年４月25～27日、静岡県）
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両
立
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
国
際
的
な

視
点
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
会
の

最
後
に
は
、「
男
女
労
働
者
が
と
も
に
責
任

と
役
割
を
分
か
ち
合
い
、
職
場
生
活
と
家

庭
生
活
の
両
立
を
で
き
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
諸
制
度
の
充
実
を
求
め
る
と
と

も
に
、
女
性
自
身
の
参
加
意
識
を
高
め
て

い
く
」
こ
と
な
ど
を
謳
っ
た
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
ま
し
た
。

　

以
降
の
研
修
会
で
は
、
各
回
で
、
デ
ン

マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
ド

イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
事
例
を
紹

介
し
、
各
国
の
実
態
や
男
女
平
等
政
策
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
基
調
講
演
、

パ
ネ
ル
討
論
、
分
散
会
等
を
通
じ
て
、
日

本
の
現
状
と
職
場
活
動
で
の
課
題
等
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

女
性
活
動
委
員
会
を

発
展
的
に
解
消

　

１
９
９
９
年
４
月
に
は
、
改
正
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
、
同
年
６
月
に
は
、
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
国

内
の
法
整
備
が
進
み
ま
し
た
。
金
属
労
協

は
、「
女
性
の
地
位
向
上
に
関
す
る
研
修
会
」

を
開
催
し
、
海
外
の
先
進
的
な
事
例
を
学

ぶ
こ
と
を
通
じ
て
、
日
本
に
お
け
る
男
女

平
等
実
現
へ
の
啓
蒙
活
動
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
が
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と

判
断
し
、
２
０
０
０
年
度
を
最
後
に
、
女

留
ま
ら
ず
、
金
属
労
協
の
諸
活
動
へ
の
女

性
参
画
を
推
進
す
る
原
動
力
と
も
な
り
ま

し
た
。「
女
性
参
画
中
期
目
標
・
行
動
計
画
」

の
立
案
や
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め

の
「
女
性
交
流
集
会
」
の
開
催
、
勉
強
会

の
実
施
や
春
季
生
活
闘
争
や
政
策
・
制
度

課
題
に
お
け
る
女
性
参
画
推
進
の
た
め
の

政
策
立
案
に
取
り
組
む
な
ど
、
活
動
を
充

実
さ
せ
て
い
ま
す
。

「
女
性
参
画
中
期
目
標
・

  

行
動
計
画
」の
策
定

　

２
０
１
０
年
６
月
、
金
属
労
協
は
、
第

23
回
常
任
幹
事
会
に
お
い
て
、「
女
性
参
画

中
期
目
標
・
行
動
計
画
」を
決
定
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
中
核
組
織
と
し
て
、
金
属
労
協

の
諸
活
動
へ
の
女
性
参
画
を
促
進
す
る
た

め
、
２
０
１
０
年
９
月
～
２
０
１
４
年
８

月
を
達
成
年
次
と
す
る
具
体
的
な
数
値
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
な
か
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
主
催
の
会
議
に

つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
目
標
で
あ
る
２
割

の
女
性
参
画
を
目
標
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
決
議
機
関
で
あ
る
定
期
大
会
・
協
議

委
員
会
に
は
、
各
産
別
の
女
性
組
合
員
比

率
に
見
合
っ
た
女
性
参
画
目
標
を
設
定
し
、

さ
ら
に
、
執
行
機
関
で
あ
る
常
任
幹
事
へ

の
女
性
枠
の
設
定
、
政
策
立
案
機
関
で
あ

る
専
門
委
員
会
に
必
ず
女
性
を
選
出
す
る

こ
と
な
ど
の
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

行
動
計
画
で
は
、
目
標
実
現
に
向
け
て
、

事
務
局
が
産
別
と
の
調
整
を
行
う
こ
と
や
、

集
会
等
の
参
加
要
請
に
女
性
参
画
目
標
を

明
記
す
る
こ
と
、
女
性
連
絡
会
議
が
金
属

労
協
の
諸
活
動
へ
の
女
性
参
画
促
進
の
た

め
の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
、
女
性

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
資
す
る
た
め
、
女
性
交
流
集
会
を
開

催
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

性
活
動
委
員
会
を
発
展
的
に
解
消
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
以
降
は
、
政
策
全
体
の

中
に
男
女
平
等
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
執
行
委
員
に

女
性
枠
を
設
定

　

２
０
０
５
年
５
月
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
第
31

回
世
界
大
会
で
、
初
め
て
執
行
委
員
に
６

名
の
女
性
枠
を
設
け
、
各
地
域
に
１
名
ず

つ
割
り
当
て
ま
し
た
。
同
時
に
、
女
性
執

行
委
員
で
構
成
す
る
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
女
性
委
員

会
」
を
設
置
し
、
執
行
委
員
会
の
前
日
に

開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
東
ア
ジ
ア
サ
ブ
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
地
域

に
お
い
て
も
、
２
０
０
５
年
４
月
に
バ
ン

コ
ク
で
開
催
し
た
事
前
女
性
会
議
で
、「
Ｉ

Ｍ
Ｆ
東
ア
ジ
ア
サ
ブ
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
女
性

委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。女

性
連
絡
会
議
の
設
置
に

よ
る
女
性
参
画
推
進
の

再
ス
タ
ー
ト

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
女
性
委
員
会
に
対
応
す
る
た

め
、
金
属
労
協
は
、
２
０
０
６
年
４
月
、

産
別
ご
と
の
女
性
活
動
の
情
報
交
換
や
、

女
性
労
働
者
に
か
か
わ
る
課
題
に
つ
い
て

の
議
論
の
場
と
し
て
、「
女
性
連
絡
会
議
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
女
性
連
絡
会
議
の
活

動
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
主
催
の
会
議
へ
の
対
応
に

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

女性組合員比率 12.6％ 12.6％ 12.6％ 12.6％ 12.4％ 12.4％

定期大会 32/258人
12.4％

31/246人
12.6%

43/263人
16.3%

43/282人
15.2%

60/276人
21.7%

57/281人
20.3%

協議委員会 14/127人
11.0%

13/133人
9.8%

16/134人
12.0%

25/134人
18.7%

27/142人
19.0%

36/139人
25.9%

常任幹事会 0/10人
0.0%

2/12人
16.7%

2/12人
16.7%

3/13人
23.1%

4/14人
28.6%

4/14人
28.6%

専門委員会 5/37人
13.5%

9/42人
21.4%

9/42人
21.4%

7/46人
15.2%

8/46人
17.4%

9/46人
19.6%

表 1　金属労協の女性参画実績の推移

（金属労協・女性連絡会議調べ）
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取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
補
強
し
て
い
ま
す
。

「
女
性
交
流
集
会
」の
開
催

　

２
０
０
６
年
の
女
性
連
絡
会
議
の
設
置

に
伴
い
、「
女
性
交
流
集
会
」
の
開
催
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
金
属
産
業
で
女
性
が

は
、
金
属
労
協
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
女
性
参
画

目
標
で
あ
る
２
割
を
達
成
す
る
た
め
、
87

名
の
代
表
団
の
う
ち
、
女
性
は
18
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
金
属
労
協
「
女
性
参
画
中
期
目 

標
・
行
動
計
画
」
に
つ
い
て
も
、
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
の
目
標
を
踏
ま
え
て
、
２
０ 

１
２
年
７
月
に
改
訂
し
ま
し
た
。
改
訂
後

は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
機
関
会
議

へ
の
女
性
参
画
率
を
30
％
に
す
る
と
と
も

に
、
国
内
の
諸
活
動
を
含
め
た
最
終
目
標

を
30
％
に
し
て
い
ま
す
。

「
第
２
次
女
性
参
画
中
期

 

目
標・
行
動
計
画
」の
策
定

　

２
０
１
４
年
８
月
に
、「
女
性
参
画
中
期

目
標
・
行
動
計
画
」
の
計
画
期
間
が
終
了

す
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
４
年
７
月
の
第

24
回
常
任
幹
事
会
で
、
数
値
目
標
等
を
改

訂
し
、
２
０
１
８
年
８
月
ま
で
の
新
た
な

目
標
と
行
動
計
画
を
示
す
「
第
２
次
女
性

参
画
中
期
目
標
・
行
動
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
な
お
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

が
２
０
１
６
年
の
第
２
回
世
界
大
会
の
規

約
改
定
に
向
け
て
、
女
性
参
画
の
新
た
な

目
標
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
規
約

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
目
標
を
見
直
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
行
動
計
画
」
で
は
、
職
場
レ
ベ
ル
か
ら

女
性
の
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
金
属
産

業
の
職
場
に
お
け
る
女
性
参
画
の
推
進
に

　

こ
の
「
女
性
参
画
中
期
目
標
・
行
動
計

画
」
に
基
づ
き
、
２
０
１
０
年
９
月
の
第

49
回
定
期
大
会
で
は
、
初
の
女
性
の
常
任

幹
事
を
２
名
選
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
す

べ
て
の
専
門
委
員
会
に
女
性
が
参
画
す

る
な
ど
、
金
属
労
協
の
女
性
参
画
が
大

き
く
前
進
し
ま
し
た
。
な
お
、
女
性
の
常

任
幹
事
は
、
２
０
１
３
年
度
に
は
３
名
、

２
０
１
４
年
度
に
は
４
名
へ
と
さ
ら
に
拡

大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
目
標
・
計
画
」
に
よ
っ
て
、
金

属
労
協
の
女
性
参
画
が
拡
大
し
た
結
果
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
諸
会
議
に
お
い
て
、
金
属
労
協

の
女
性
参
加
者
が
積
極
的
に
発
言
し
、
意

見
反
映
を
行
う
な
ど
、
女
性
役
員
の
活
躍

の
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
国
内
の
活
動

に
お
い
て
も
、
春
季
生
活
闘
争
の
方
針
で
、

職
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と

を
盛
り
込
み
、「
政
策
・
制
度
課
題
」
の
策

定
で
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
に
強
力

に
取
り
組
む
な
ど
、
職
場
に
お
け
る
女
性

の
活
躍
推
進
に
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

結
成
と
女
性
参
画
３
割
の

目
標
設
定

　

２
０
１
２
年
６
月
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
金

属
労
連
）
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
（
国
際
化
学
エ

ネ
ル
ギ
ー
鉱
山
一
般
労
連
）、
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ

インダストリオール・アジア太平洋地域女性会議で発言する
ＪＣＭ代表団（2014.5.14、バンコク）

Ｗ
Ｆ
（
国
際
繊
維
被
服
皮
革
労
働
組
合
同

盟
）
と
統
合
し
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

IndustriA
LL

）
を
結
成
し
ま
し
た
。
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
結
成
に
あ
た
っ

て
、
執
行
委
員
の
最
低
30
％
を
女
性
と
す

る
と
と
も
に
、
大
会
代
議
員
の
少
な
く
と

も
30
％
を
女
性
に
す
る
こ
と
を
含
む
規
約

を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
目
標
は
、
結
成

大
会
で
規
約
決
定
後
、
２
０
１
６
年
の
第

２
回
大
会
ま
で
適
用
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

女
性
参
画
目
標
へ
の

日
本
の
対
応

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
結
成
大
会
で

①インダストリオール主催の機関会議
金属労協全体で30％の女性参画比率を達成する。
ただし、2016年に開催するインダストリオール第２回世界大会での
規約改訂を踏まえて、見直しを行う。

②定期大会、協議委員会
金属労協全体で30％以上の女性参画比率をめざす。
ただし、2015年度（第53回定期大会・第57回協議委員会）は20％とし、
2016年度（第54回定期大会・第58回協議委員会）から30％とする。

③常任幹事 金属労協全体で30％の女性参画比率をめざす。

④専門委員会 金属労協全体の女性組合員比率に見合った女性参画率を達成する。

⑤各種シンポジウム・セミナー、集会等 各産別の女性組合員比率に見合った女性参画率を達成する。

⑥労働リーダーシップコース、
　国際労働研修プログラム

金属労協全体の女性組合員比率に見合った女性参画率をめざし、
少なくとも２名以上の参画を達成する。

表 2　 第2次女性参画中期目標・行動計画（概要）
（2014年7月23日 第24回常任幹事会決定）
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い
き
い
き
と
働
き
続
け
る
た
め
に
」
を
テ

ー
マ
に
、
金
属
産
業
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
の

交
流
の
場
を
つ
く
り
、
女
性
の
組
合
活
動

へ
の
参
画
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、「
民

間
・
も
の
づ
く
り
・
金
属
」
＋
「
女
性
」

の
視
点
で
働
く
女
性
の
課
題
を
浮
き
彫
り

に
し
、
金
属
労
協
の
活
動
に
反
映
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
産
別
・

単
組
・
支
部
の
女
性
リ
ー
ダ
ー（
執
行
委
員
、

職
場
委
員
等
）
約
50
名
の
参
加
を
得
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
０
年
に
開
催
し
た
第
１
回
の
集

会
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
開
催

し
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
以
降
は
、
事
例

報
告
を
聞
い
た
上
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
、
働
く
女
性
の
課
題
に
つ
い
て
討
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
例
報
告
で
は
、
金

属
労
協
加
盟
の
単
組
・
企
業
か
ら
、
①
職

場
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
、

②
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
③
組
合

活
動
へ
の
女
性
参
画
等
に
つ
い
て
、
先
進

的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
は
、
日
産
労
組
、
東
芝
労
組
、

不
二
サ
ッ
シ
ユ
ニ
オ
ン
、
２
０
１
２
年
は
、

ダ
イ
キ
ン
工
業（
株
）、
三
菱
重
工
労
組
、

日
立
労
組
、
２
０
１
３
年
は
、
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
労
連
、
本
田
労
組
、
ク
ボ
タ
労
連
、

２
０
１
４
年
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車（
株
）、

日
立
労
組
か
ら
、
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
２
年
の
集
会
か
ら
は
議

長・
事
務
局
長
、２
０
１
４
年
の
集
会
で
は
、

各
産
別
の
委
員
長
・
会
長
が
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
含
め
て
終
日
参
加
し
、
参
加
者
と

と
も
に
労
組
・
企
業
の
女
性
活
躍
推
進
の

取
り
組
み
状
況
を
聞
く
と
と
も
に
、
女
性

参
加
者
の
課
題
提
起
を
受
け
止
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
報
告
で
出

さ
れ
た
意
見
は
、
金
属
労
協
の
運
動
方
針

や
政
策
・
制
度
課
題
、
各
年
の
闘
争
方
針

等
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
の
集
会
で
は
、
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
結
成
を
踏
ま
え
て
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
女
性
委
員
会
の
郷
野
晶
子
議

長
か
ら
挨
拶
を
受
け
、
海
外
の
動
向
に
つ

い
て
も
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

女
性
参
画
合
同
研
究
会
の

開
催

　

組
合
活
動
へ
の
女
性
参
画
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
産
別
の
リ
ー
ダ
ー
の
理
解
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
役
、
常
任

幹
事
を
対
象
に
、
女
性
参
画
の
必
要
性
や

具
体
的
な
取
り
組
み
を
学
ぶ
研
究
会
を
２

度
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
６
月
に
は
、
三
役
・
専
門

委
員
会
委
員
等
48
名
を
対
象
に
、
第
１
回

女
性
参
画
合
同
研
究
会
を
開
催
し
、
電
機

連
合
・
冨
高
裕
子
中
執
よ
り
、「
電
機
連
合

の
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
歩
み
」
に

つ
い
て
講
演
を
受
け
ま
し
た
。
講
演
で
は
、

電
機
連
合
が
１
９
５
０
年
代
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
母
性
保
護
な
ど
の
女
性
の
労
働

条
件
改
善
や
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
へ
の

対
応
な
ど
の
「
女
性
政
策
」
か
ら
、「
男
女
」

を
視
野
に
入
れ
た
運
動
に
転
換
し
、「
男
女

平
等
政
策
」
へ
と
発
展
さ
せ
て
き
た
経
過

や
、
組
合
活
動
へ
の
女
性
参
画
促
進
の
取

り
組
み
等
に
つ
い
て
紹
介
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

２
０
１
３
年
１
月
に
は
、
第
２
回
女
性

参
画
合
同
研
究
会
を
開
催
し
、
三
役
・
常

任
幹
事
等
26
名
参
加
の
下
、「
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

実
践
女
子
大
学
・
鹿
嶋
敬
教
授
よ
り
講
演

を
受
け
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
推
進
に
は
「
男
女
平
等
」
の
視

点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
も
含
め
て
女
性
の
労
働
の
質
を

高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
機
会

の
平
等
が
確
保
さ
れ
て
も
形
式
的
平
等
に

過
ぎ
ず
、
ク
オ
ー
タ
制
の
導
入
を
検
討
す

べ
き
時
期
に
来
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
提

起
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

今
後
の
取
り
組
み

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
結
成
大
会

に
お
い
て
、
女
性
参
画
に
関
す
る
「
政
治

的
合
意
」
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内

容
は
、「
指
導
部
、
意
思
決
定
機
関
お
よ

び
部
門
別
機
構
の
全
レ
ベ
ル
で
引
き
続
き

女
性
代
表
の
参
加
を
促
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
執
行
委
員

会
に
対
し
、
女
性
代
表
を
促
進
す
る
た

め
に
、
直
ち
に
管
理
上
の
取
り
決
め
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
２
０
１
６
年
の
第
２

回
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
大
会
で
規

約
の
修
正
を
可
能
に
す
る
た
め
に
必
要

な
す
べ
て
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
指
示
す

る
。」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
合
意
に
基

づ
き
、
２
０
１
５
年
５
月
の
執
行
委
員
会

以
降
、
規
約
作
業
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

２
０
１
６
年
の
世
界
大
会
に
向
け
て
、
規

約
改
正
の
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

 2014 年度女性連絡会議：グループで討議する参加者
（2014.4.19、電機連合会館）


